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社会福祉法人の地

域貢献の一環とし

　今月は８月、「葉月(はづき)」です。　　 今後積極的に展開

　木の葉が繁茂し、次第に落ちてくるころだから「葉 していかなければ

落ち月」がなまって「はつき」、渡り鳥の雁が初めて ならない事業の一

やってくる月の「初 つでありますが、

来月(はつきつき)」 ここまで開催でき

から「はつき」。 ない期間が続いてしまうと担当する私たち職員でさ

などの説があるそう え活動していくことに消極的になってしまう状況に

です。 あります。

　さて、新型コロナ 　そんな状況下にあって新しいサロン活動のひとつ

ウイルスの感染症に としてビデオ会議アプリの「Zoom」を利用しての

関しては北海道における陽性患者数の累計は１３６７ オンラインでのサロン

人(７/２２現在)と第２波に襲われた４月ころの増加と 活動を東京の団体がは

までには至っていないものの所々で集団感染が生じて じめたそうです。

いることもあり依然として心配な状況は続いておりま 　パソコンやスマート

す。 フォンを利用できる方

　当法人におきましても「面会制限」は継続されたま に限定されてしまいま

まの状況で解除できるめどは全く立たないことを申し すが、実際に参加された方は「家族以外と話ができ

わけなく思っております。 て気持ちが前向きになった。」「画面が移るので服

　法人の今までの取り組みの中では「杜のサロン」を 装を気にするようになった」「集まらなくてもなに

実施しておりましたが、 かできそう」という感想が集まったそうです。

今年の２月に開催してか 　このようなオンラインでの活動は「杜のサロン」

ら以降中止に追い込まれ での実現にはハードルがとても高く難しそうですが

ております。 地域での孤立・閉じこもりの防止や健康・生きがい

　「杜のサロン」の活動 づくり、そして地域の豊かな人間関係やお互いに支

自体がまだまだ認知され えあい、助け合う関係を作り出すことを目的として

ていない状況でしたので 当法人が立ち上げた「杜のサロン」が一日も早くは
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じめることができる日が訪れるのをひたすら待つのみ

です。

　ヒルトップハイツ、緑の園ならびにグリーンプラザ

ではじまりましたウェブ面会も新しい面会の形として

遠くに離れたご家族 　

とも簡単に顔を見な

がら言葉を交わすこ 　まずは表題が長くてごめんなさい…。

とができ、何よりイ 　既にご存知の方

ンフルエンザの流行 も多いかと存じま

時期には今まで面会 すが、特別養護老

をご遠慮いただいておりましたがこれからはこの方法 人ホーム丸瀬布ヒ

で可能となります。 ルトップハイツ/

　まだ、広く浸透してはいないもののこの方法での面 丸瀬布デイサービ

会はとても画期的なことだと思っています。 スセンターならびに遠軽町丸瀬布ヒルトップハイツ

　「新しい生活様式」はたぶん以前のような生活には 居宅介護支援事業所につきましてはまるせっぷ厚生

もう戻れないということを踏まえたうえでの取り組み クリニックの２階病棟ならびに１階部分に移転する

なのでしょうが「仕方なく変わる」のではなく「希望 ことが正式に決定されました。

が持てる新しさ」であることを心から願ってやみませ 　特別養護老人ホーム丸瀬布ヒルトップハイツにつ

ん。(おばら) きましては昭和６０年(１９８５年)に開設以来３４

年を経過し老朽化による大規模な修繕が必要となっ

ていること、近年介護手法が開設当初に比べより

　２月以来できなかった床屋さんをグリーンプラザで 「個」を重視したものへと変貌を遂げている中で入

は先月の８日、緑の園 所されておられる方々の多様な要望に対処すること

では１１日に再開する が困難となりつつあります。

ことができました。 　そのような施設の状況からヒルトップハイツの新

　５月４日付北海道新 築計画として「まるせっぷ厚生クリニック」へ移転

聞オホーツク欄でご紹 することとなりました。

介いただいたとおり両 　令和２年度に設計がはじまり令和４年度に着工、

施設において理容に関 令和５年度に丸瀬布デイサービスセンター、遠軽町

しても理容師さんの入館についてもご遠慮いただいて 丸瀬布ヒルトップハイツ居宅介護支援事業所ともど

おりましたが先月久しぶりに再開いたしました。 も移転の予定となっております。

　今までとは違い広いスペースでの散髪でしたが、ご 編集後記…私、８月は文

利用者様は「さっぱ 月と勘違いしてました。

りしてうれしい」と 「文月」用の原稿を準備

喜んでおられ、わた してましたが、残念なが

したち職員といたし らボツです。自分なりに

ましたもほっとして いい原稿だったのでショ

おります。 ックでした。(おばら)
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